
















































原田  春美 1 ），小西美智子 2 ）
要旨
　研究の目的は，妊娠期から産後までの定期的・継続的な子育て支援プログラム立案とその実践方法を検
討することである．プログラムは Kern らのプログラム開発のための 6 段階アプローチを枠組として立案
した．対象は母親と父親で，プログラムは子育てに関する講義，演習，実習，さらに子育て支援の人間関
係づくりのための交流会等で構成し，14 回実施した．参加者は 12 人（ 7 組）で，プログラムの平均参加














































































5 点，「まあ達成できた」 4 点，「どちらともいえない」
3 点，「あまり達成できなかった」 2 点，「まったく達
成できなかった」1 点で得点を算出した．「交流会」「今
日の振り返り」の内容分析は，参加者の関係づくりの視













































































































　 　プログラム実施回数は，妊娠期は月に 1 回，子育
て期は月に 2 回で合計14回とした．妊娠 9 か月以降
































　参加者は 7 組（12人）で，そのうち 5 組（10人）が
夫婦での参加であった．参加者の年齢は25歳～36歳，
平均28.6歳であった．プログラム開始時の妊娠週数は22




らしが 6 組で，夫の家族と同居が 1 組であった．全員
が正期産であった．
　プログラムは全部で14回開催した．各回の参加人数
は12人が 1 回，11人が 5 回，10人が 3 回，9 人が 4 回，
7 人が 1 回で， 1 回あたりの参加人数の平均は10人で
あった．尚，最も参加人数が少なかった第11回の主な
内容は，育児期の母親の健康と生活であった．プログラ








































母親 7 0 2 5 0 0 0 4.3
父親 4 1 1 4 0 0 0 4.2
育児期の母親の健康や生
活について学ぶ
母親 6 1 3 4 0 0 0 4.4
父親 4 1 1 4 0 0 0 4.2
子どもの成長や発達につ
いて学ぶ
母親 7 0 0 7 0 0 0 4.0
父親 3 2 2 3 0 0 0 4.4
子どものしつけや世話の
仕方を学ぶ
母親 5 2 1 5 0 0 1 3.7
父親 5 0 1 2 2 0 0 3.8
子どもの病気や対処法を
学ぶ
母親 4 3 0 7 0 0 0 4.0
父親 3 2 2 2 1 0 0 4.2
子どもとのコミュニケー
ション方法を学ぶ
母親 6 1 5 2 0 0 0 4.7
父親 5 0 2 3 0 0 0 4.4
離乳食について学ぶ
母親 6 1 3 4 0 0 0 4.4
父親 1 4 5 0 0 0 0 5.0
子どもの遊びに関する知
識や技術を学ぶ
母親 5 2 4 3 0 0 0 4.6
父親 3 2 4 1 0 0 0 4.8
タッチケアについて学ぶ
母親 3 4 1 4 1 0 1 3.6
父親 3 2 1 2 2 0 0 3.8
マタニティ・ヨガについ
て学ぶ
母親 4 3 1 5 1 0 0 4.0
父親 0 5 0 4 1 0 0 3.8
育児不安やその対処方法
を学ぶ
母親 5 2 2 5 0 0 0 4.3
父親 3 2 1 4 0 0 0 4.2
虐待やその予防方法に関
して学ぶ
母親 2 5 2 5 0 0 0 4.3
父親 1 4 2 3 0 0 0 4.4
予防接種について学ぶ
母親 2 5 4 2 1 0 0 4.4
父親 1 4 2 3 0 0 0 4.4
上の子どもとの係り方を
学ぶ
母親 4 3 0 2 4 0 1 3.0
父親 2 3 0 2 2 0 1 3.0
母親同士の仲間づくり
母親 3 4 4 2 1 0 0 4.4
父親 1 4 3 2 0 0 0 4.6
地域住民との仲間（相談
相手）づくり
母親 7 0 2 2 2 0 1 3.6
父親 0 5 2 2 1 0 0 4.2
リフレッシュの時間
母親 3 4 3 4 0 0 0 4.4
父親 3 2 2 3 0 0 0 4.4
行政の母子保健サービス
や利用方法を学ぶ
母親 2 5 1 5 1 0 0 4.0
父親 0 5 2 2 1 0 0 4.2
地域の社会資源に関する
情報を得る
母親 0 7 2 4 1 0 0 4.1




※ 得点：「十分達成できた」5点，「まあ達成できた」4点，「どちらともいえない」 3 点，「あまり達成できなかった」 2 点，「まっ
たく達成できなかった」 1 点として算出
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表 5 　子育て不安の内容（評価42項目）の変化
項目






















湿疹・オムツかぶれ 2 1 1 0 1 1
体重増加 4 3 3 2 1 1
便秘 3 1 2 0 1 1
しゃっくり 0 0 0 0 0 0
鼻汁･鼻づまり･くしゃみ 2 1 1 0 1 1
目やに 0 0 0 0 0 0
寝つきが悪い 0 0 0 0 0 0
夜泣き 2 0 1 0 1 0
黄疸 0 0 0 0 0 0
おへそのジュクジュク 0 0 0 0 0 0






予防接種 6 1 5 0 1 1
衣服の調節 2 1 1 1 1 0
室温や湿度 2 0 1 0 1 0
寝具 0 0 0 0 0 0
外気浴 2 0 1 0 1 0
離乳食 2 2 2 1 0 1
大人と一緒の入浴 3 0 2 0 1 0
感染予防 3 2 2 1 1 1
抱き方･寝かせ方 0 0 0 0 0 0
沐浴 2 0 1 0 1 0
哺乳ビンの消毒 0 0 0 0 0 0
オムツの当て方 0 0 0 0 0 0
おんぶ･ベビーカーの時期 1 0 0 0 1 0
買物に連れて行ける時期 3 0 2 0 1 0
保育園の利用 4 3 3 1 1 2
健診の受け方 2 0 2 0 0 0
泣いたときの接し方 2 0 1 0 1 0
おしゃぶりの使用 1 1 1 0 0 1




授乳間隔 2 0 2 0 0 0
ミルク量が適切かどうか 2 0 1 0 1 0
母乳不足 1 0 1 0 0 0
お乳が張らない 0 0 0 0 0 0
乳を吐く 1 0 1 0 0 0
飲み方にムラがある 1 0 1 0 0 0
げっぷが出ない 3 0 3 0 0 0
授乳に時間がかかる 1 0 1 0 0 0




体重がもとに戻らない 2 1 2 1 0 0
便秘 1 0 1 0 0 0
出血が続く 0 0 0 0 0 0
尿失禁 0 0 0 0 0 0
乳房の手入れ 1 0 1 0 0 0
睡眠不足 2 1 1 0 1 1
その他 1 0 1 0 0 0
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